A Change of Airen : From Confucius to the Chairnan\u27s wife by 吉田  隆英
愛人の変容 : 孔子から主席夫人まで
































































































































もあった､ 『英和対訳袖珍辞書』 (洋書調所､ 1862)に､
Honey　蜂蜜､愛人










































































































































































































































































(1)同音異義語に関しては風間喜代三｢同音語｣ ( 『大百科事典』 10､平凡社､ 1985)
及び三根谷徹｢文字｣ ( 『大百科事典』 14)を参照した｡
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(2)手もとにある中国語辞典を調べてみると､第一義を配偶者､第二義を恋人としてい
るのは､ 『中日辞典』 (小学館､ 1992) ､ 『中国語大辞典』 (角川書店､ 1994) ､ 『中
日辞典』 (講談社､ 1998) ､ 『クラウン中日辞典』 (三省堂､ 2001) ､ 『中国語辞典』
(白水社､ 2002) ､ 『東方中国語辞典』 (東方書店､ 2004) 0
第一義を恋人としているのは『井上中国語新辞典』 (江南書院､ 1954) ､ 『岩波中




















(13) 『広辞苑』 (第-版) (岩波書店､ 1955) ｡








る｢愛｣の問題については､佐伯順子『 ｢色｣と｢愛｣の比較文化史』 (岩波書店､ 1998)
が詳細であるが､ ｢愛人｣については論じられていない｡
(17) 『況培大河典』第七巻(況漕大同典出版社､ 1991)所収､ ｢愛｣字項.なお本辞典
は⑤惹人善愛の用例として『児女英雄伝』を引くが､その文は第六回ではなく第九回の
誤り｡








(23)高橋裕三｢江青｣ ( 『岩波現代中国事典』 ､岩波書店､ 1999) 0
(24)竹内理樺｢江青と文化大革命｣ (関西中国女性史研究会編『中国女性史入門　女た
ちの今と昔』 ､人文書院､ 2005)所収｡
(25)ジョナサン･スペンス､小泉朝子訳『毛沢東』 (岩波書店､ 2002) ｡原著はペンギ
ン評伝双書の一冊として1999刊｡
毛沢東と江青の｢結婚｣をめぐる波紋については､ ClareHollingworth,Mao and the
men against hint Jonathan Cape. London. 1985にも記述があるo
また､伊原吉之助｢江青｣ (山田辰雄編『近代中国人名辞典』 ､霞山会､ -r995)杏
も参照｡
(26)伊藤潔｢毛沢東最後の=愛人=張玉鳳｣ ( ｢中央公論｣ 1988年6月号､所収) 0
なお､この間題については､京夫子､船山秀夫編訳『毛沢東　最後の女』 (中公文庫､
1999) ､原著は『毛沢東和他的女人僧』 (台湾､聯経出版事業公司､ 1990)にも同様の


















ていた時期である｡参照:立間祥介｢巴金｣ ( 『日本大百科全書』電子版､小学館､ 96) 0





(34)有吉佐和子『有言佐和子の中国レポート』 (新潮文庫､ 1983) ｡原著は1979刊｡
(35)江青が正式に毛沢東夫人と認められたのがいつであるかについてはいまださだかで
はないが･毛と賀子珍の離婚成立の後であることは間違いない｡それ迄の間､事実上の
夫婦であったとはいえ､江青が｢愛人｣であったことに関しては､讃磁美｢あげくの果
てが首吊り･江青小伝｣ (講著『チャイニーズ･パズルー知られざる中国事情』 ､新潮
社､ 1994､初出は｢新潮45｣ 91年7月号所収)に指摘があるC
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